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は じめ に

平成4 年､ 日本 フ ラ ソ ス 語
･ フ ラ ソ ス 文学会が主催

して い る志賀高原の教員養成の研修に参加 し､ 翌平成

5 年にも フ ラ ン ス の ヴ ィ シ
ー 市 の キ ャ ヴ ィ ラ ム 研修所

で 夏 1 カ月 ､ 研修を受ける機会を持ちま した ｡ そ の時

の体験が もと で ､ フ ラ ン ス 語教育法とく に言語運用能

力の 開発に深い 関心 を持ち､ 以来 ､ 平成 5 年に始ま っ

た人文学部の 集中 フ ラ ソ ス 語 ､ ま た ､ 全学向け の初級

フ ラ ン ス 語 の 授業に ､ そ の成果を還元 して きま した ｡

本報告におい て は ､ 私の フ ラ ソ ス 語 の授業における言

語運用能力の 開発の 試み に つ い て ､ い か に教え るかを

中心 に報告 して おく こ とに しま し ょう注 1 ) ｡

1 . 言語運用能力を目指す授業とは ?

重点を置い た授業であります｡ 学生が教師の指示に従 っ

て 様 々 な言語的道具を耳 とロか ら学び ､ コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動を通 して ､ 実践的に外国語に慣れ親 しん で

い くような授業をイ メ ー ジ して い ただきた い と思うの

で あります｡ しかもそれほ ど難 しい 内容の 表現を学ぶ

の で はなく ､ ごく基本的表現を コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ 活

動を通 して フ ラ ン ス 語を学ん で いく授業をイ メ
ー ジ して

い た だきた い と思うの で あります｡ 毎 回 の 授業で ､ た

くさん の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動をク ラ ス の 中で行 い ､

実際に フ ラ ソ ス 語を 口 に出すと いう経験を積む の です｡

従 っ て ､ 私 の授業で は ､
一

度も フ ラ ン ス 語を喋らず

に授業に 出席す るこ とは出来ない の で あります｡ なぜ

な ら､ 私 の授業は 口 を開い て フ ラ ン ス 語を話 して もら

うの が 目的の 授業で あるからで あります｡

2 . いか に言語運用能力の開発を目指す授業

を行うのか ?

い か に言語運用能力の 開発を目指す授業を行 っ た ら

よい の で し ょうか ? 言語運用能力の開発を目指す授業

を行うために は ､ まず仕掛けが必要です｡ そ れ は授業

中におけ る教師と学生の間の関係とそれぞれ の役割を ､

こ れま で と は違 っ た形式に ､ 変 え る の で あります｡

まず ､ 次の 教師と学生 の関係に つ い て の 図を見て 下さ

い 注 2) ｡

2 . I . 教師と学生の関係

( A ) 教師≠学生

教 師

J † J
質 問 解 答 反 応

学 習

こ こ で ｢ 言語運用能力+ とは読む
･ 書く ･ 話す ･ 聞

く の 4 技能にわた る コ ミ ュ
ニ ケ - シ ョ ソ 能力 の こ とを

意味します｡ 言語運用能力の 開発とは ､ こ の ような意

味における コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 能力の 開発という こと

です ｡ 私 が現在新潟大学で 担当して い る ｢初級 フ ラ ソ

ス 語+ ､ 又 と りわけ ､ 人文学部独自で 開講 して い る

｢ 集中 フ ラ ソ ス 語+ の
一

部 は､ 言語運用能力の 開発に
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( A ) の関係は これまで の語学授業で は主流で あり ､

( B ) の ような関係は少なか っ た と思うの で あります｡

私の ｢ 言語運用能力の 開発を目指す授業の試み+ で は ､

( B ) の関係を重視す るの で あります｡ ( B ) の 関係

が ､ 私 の授業におい て は ､ 重要 で あ ります ｡ そ こ にお

い て ､ 学生は主役で あり ､ 教師は進行係ない しは脇役

で しか ありません ｡ そ の ような関係と役割におい て学

生同士が様々 な コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動を行います｡

私 は語学の授業は単に教師が知識を与え るだけ で は不

十分 であると考えます｡ 学生が コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ の

活動や体験を積む必要があります｡ しかも出来るだけ

多く の 活動をする必要が あります｡ そ の ため に は ､

( A ) の ような関係で はなかなかむずか しい の です ｡

( B ) の ような関係が 是非必 要に なります｡ また ､

( B ) は単に ､ 多く の コ ミ ュ
ニ ケ -

シ ョ ソ 活動をする

こ とを可能に してくれるだけ で はなく ､ 学生の 心理的

負担を軽く してくれ ると い う利点が あります ｡ 教師が

一

人
一

人 の学生に質問し､ それに対して学生が答える

やり方で は ､ 多く の時間がかか る し､ リ ラ ッ ク ス して

練習に取り組め ない の で す｡ ( B ) の 関係は ､ 学生が

リ ラ ッ ク ス して コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 活動に取り組む こ

とを可能に して くれる の です ｡ ま た ､ ( B ) の 様な関

係に基づく活動の利点は ､ 授業そ の もの を活気づけ､

学生が主体的に学習できる こ とを可能に して くれます｡

一

般的に ､ こ の ような ( B ) の 様な関係に基づく グ

ル
ー プ活動 の利点をまとめると次のようになるで し ょ

う注3 ) ｡

( B ) の 利点

1 ) 一

人 が指名されて 答える の と違い ､ 心 理的負担

が少なく リ ラ ッ ク ス できる ｡

2 ) 学習者
一

人
一

人が多くの学習活動に参加できる ｡

3 ) グ ル
ー プ で ､ 自分の 役割 ､ 責任を自覚す る｡

4 ) グ ル ー プ間に良い 意味で の競争が生 じ､ 個人に

た い し て よりも自由に批判 しあえる｡

5 ) ある程度の 誤用の 訂正 は グ ル ー プ 内部 で 互い に

行える ｡

6 ) グ ル
ー プ活動中､ 教師はク ラ ス 内を巡回す る の

で学生と の コ ン タ ク トが 多くな り､ 問題 の 発見

も容易になる｡

2 . 2 . 学生と教師の役割

2 . 2 . 1 教師の役割

教師の役割と し て以下の A ) ､ B ) ､ C ) の ような点

をあげることが出来るで し ょう｡

A ) 学生に指示 を与え る こと であ ります ｡ 指示 は手短

に手早く与える必要が あります｡ そ の ため に ､ 教師

用 マ ニ ュ ア ル をあらか じめ作 っ てお い た り､ そ れが

は じめからある教材を使用す るの が望ま しい で し ょ

う｡ 今日 の学習の 目標､ 個々 の練習問題の 目的をは っ

きり述 べ る ことにより､ 学生が何をやればよい か 口

頭 で伝える必要が あります｡ も し､ 口 頭 で 伝わらな

ければ ､ 黒板を使 っ た り､ 実際に ､ モ デ ル を示 して

あげる必要があります｡ 重要なことは ､ 学生が迷わ

ずに ､ 練習で きた り ､ 発表 できた りするために ､ 的

確に指示を与える こと です｡ 学生の反応を見ながら､

指示を反復 して 与えたり ､ 具体例をあげた り ､ モ デ

ル を示したりす る必要があります｡ また ､ 必要な知

識が欠けて い るようなら､ くどくならない ように簡

単に補助的知識の説明を与えておく必要が あります｡

授業中に教師が与える指示 の 主 な例を以下にあげ

ておきます｡

1 ) モ デ ル を 示 しますか ら､ それと同 じように皆さ

ん の 現実に則 して 会話 しなさ い ｡

2 ) 後 に つ い て発音 して 下さ い ｡

3 ) 次 の よう な ことを して 下さ い ｡ ( た と え ば :

｢ 地図の 上 であなたは p の地点に い ると仮定して ､

相手に言葉だけ で行き先を説明 して 下さ い ｡ そ し

て もう 一 人 は聞 い て行き先を当て て 下さい+ )

4 ) 絵をみ て ､ 絵 の人物にな っ て会話 してくださ い ｡

5 ) 今の や り とりに つ い て 質問 しますの で ､ o u i か

n o n で 結構 ですか ら､ 答え て 下さ い ｡

6 ) 今の 発表の 会話の 内容に つ い て ､ 通訳 して 下さ

い ｡

7 ) 5 分あ げますか ら ペ ア
ー

で 問題を解い てくださ

い ｡

8 ) 何組か に発表して もらいます｡ 何 々 さんと何 々

さんと い っ て 立 たせ る｡ ( フ ィ
ー ドバ ッ ク)

9 ) テ
ー プを聞 い て もら いますか ら､ 聞き取れ た こ

とを言 っ てくださ い ｡
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1 0) テ
ー プ をき い て空白を埋め てくださ い ｡

l l) 活用形を書い て下さ い ｡

1 2) テ
ー プ を聞い て何色か言 っ て下さ い ｡

1 3) テ
ー プを聞い て 何時か言 っ て下さ い ｡

1 4) も っ と大きな声で) ｡

1 5) 教科書は見ない で言 っ て 下さい ｡

16) 黒板を見て 下さ い ( フ ラ ン ス 語) ｡

などなど ‥ ‥

B ) 学生の 質問に答え る｡

学生が学生同士 で コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ 活動に励ん で

い る間､ 教室内を巡回 し､ 質問に答えたりします｡

C ) 気楽な雰囲気｡

学生が気楽に コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動が出来る雰囲

気を作 っ て や る こと です｡ そ の た めに次の 点に気を付

けます ｡

･ 大きな間違い 以外は指摘 しな い ｡

･ 間違 い の指摘は ､ 活動 の 途中で は決し て しな い ｡

･ 活 動に集中で きるように ､ 質問が出な い 限り こま

かな文法的説明や和訳は行わない ｡

･
一

緒に活動に参加する ｡

･ 拍手を して あげる｡ ( こ れは中途半端にや ると､

逆効果で ある の で要注意｡)

2 . 2 . 2 学生の役割

すで に述 べ ま した ように学生は学生同士 で ､ 教師 の

指示に従 っ て たくさん の コ ミ ュ ニ ケ
- シ ョ ソ 活動を行

います｡

( 大学教育開発研究 セ ソ タ
-

の 報告 で は､ 授業風景を

収録した ビデオに基づく学生の役割に つ い て の説 明が

続くが ､ これは割愛する ｡)

3 . コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン活動の方法

コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 能力を身に つ けさせ るため の 練

習には ､ 次 の 3 つ の方法があります ｡ 授業中に コ ミ ュ

ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動を行わせるため の 方法と して ､ ま た ､

実際に教材を作るた め の 原理 と して知 っ ておく こ とは

有益 で あると考え ､ ま た ､ 私 の実践 し て い る授業を理

解 して い ただくため に紹介しておきます｡

･
ロ

ー ル プ レ イ による方法

｢ ロ ー ル プ レ イ+ と は ､ ｢ 学習者が 与え られた役割

になりきり ､ そ の 場面に適切な表現を選ん で会話を進

めて い くもの で ､ 単なる対話練習とは異なり ､ 自由に

シナ リオを作り上 げて行くとこ ろに意外性と面白さが

あります｡ ロ
ー ル プ レ イはさまざまな社会的場面や ､

社会的役割の 中で伝達練習をする機会を学習者に与え

る ､ 非常に有効な手段で す｡+ 毘 4 )

e g ･

目標

学 習項 目

先生に ある こ とを相談するため に家を訪れて も よい かたずね る ｡

許 可を求 め る J e v o u d r ai s ” . P u 主s-j e ‥ .

A B

学 習者

- 許可 を求める

一日時を言う

一連う 日時を言う

教 師

一日時を 聞く

一理 由を 言 っ て

断 る

一承 諾す る

e g .

目標 友人を映画に誘う

学習目標 勧誘 S i t u v e u x ‥
. S i o n all ait .

A

映画 に誘う

B

承諾す る (断 わ る)

･ シ ミ ュ レ
- シ ョ ソ に よる方法

｢ シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン+ と は ｢ 現実 の社会活動を ク ラ

ス の 中で 模擬的に行うことを意味します｡ ロ ー ル プ レ

イ と同 じように ､ 学習者が ク ラ ス の外 で実際に 出会う

可能性の 高い 状況を設定 しそ こ で選択の 自由と意外性

に富ん だ練習をする こ と で ､ 現実 の言語使用場面と額

似 した経験をする こ とが 出来ます｡ しか し ロ
ー ル プ レ

イ で は ､ 場面や対話は限られ ､ ｢ 話す+ ｢ 聞く+ の技能

に 限定されますが ､ シ ミ ュ レ - シ ョ ソ で は ｢ 話す+

｢ 読む+ ｢ 聞く+ ｢ 話す+ の 4 技能を使 っ て 広範囲の活

動を行う こ とが可 能で す｡ た とえば､ 旋行 の 責任者と

な り ､ 皆 で 旋行案内や ホ テ ル の パ ソ フ レ ッ 卜を読ん で

行き先を決め る｡ 賛成 の 理 由､ 反対 の理 由を言う｡ 決

まれば ､ ホテ ル に予約の 手紙を書く｡ 半ば フ ィ ク シ ョ

ソ で あ りながら､ 同様 の 状況に ス ム
ー

ズ に反応 できる
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ようになるた め の 現実を想定 した訓練です ｡ こ こ で も

教師の役割は学習者の 自発的な活動を促進するこ とに

あり､ い わゆる教える と いう要素はほとんどありませ

ん ｡ 活動を中断させ な い よう誤用の 訂正 や新 しい 表現

の 導入 は で きるだけ避けます｡ + 注 5 )

私 の授業では ､ こ れをあまり利用 して は い な い の で

すが ､ 大変興味深い方法ですの で ､ 少 し上級の学生用

の コ ミ ュ ニ ケ - シ ョ ソ 活動の 方法として取りあげま し

た ｡ フ ラ ン ス に は ､ シ ミ ュ レ ー

シ ョ ン を全面的に取り

入れた教科書と して ､ た と えば r L
'

i m m e u bl e+ が あり

ます｡ ｢ ｢ L
'

i m m e u bl e + と は建物の こと で ､ こ の 教

科書に出てくる建物は ､ ア パ ル ト マ ン ､ ス チ ュ デ ィ オ ､

店舗等か らな っ て おり､ 3 0 人 ( 男10 人 ､ 女11 人､ 子供

9 人) の 住民 ､ 犬 4 匹 ､ 猫 2 匹などあらか じめ条件は

設定されてます｡ しか し､ 住民 の 国籍､ 年齢､ 名前 ､

職業､ 住民 の 相互 関係 な どは ､ 学習者 が自分た ち で

決定する ようにな っ て い ます｡ グ ル
ー プ を作 っ て皆 で

決め て い く共同作業か ら授業は始まります｡ 住民 の

名前を付け るた めに ､ 電話帳の
一

部を例示 して ､ フ ラ

ン ス 人 ら しい 姓 の特徴を説明 し､ 暦 を 示 して フ ラ ン ス

的な名前を例示 する など ､ 日常生活に見 られ る資料

( d o c u m e n t s a u t h e n ti q u e s) を うまく配 して ありま

す｡ こ の ように ､ 住民がそれぞれの 住まい に配分され

る と､ 今度は学習者自らが想定 した住民となり ､ 生活

上必要な コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ に対応 し て い きます ｡ 廊

下や階段で の 住民同士 の挨拶 ､ 立 ち話を作 っ て演 じた

り ､ もの を頼んだ り､ 簡単な メ ッ セ ー ジを書い た りす

るな ど､ 様 々 な コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ を行うようにな っ

て います｡+ 注 6 )

･ イ ソ フ ォ メ -

シ ョ ソ ギ ャ ッ プ による方法

｢ イ ン フ ォ メ -

シ ョ ソ ギ ャ ッ プ+ は ､ 今､ 私が
一

番

興味をも っ て い る方法です｡ イ ン フ ォ メ
-

シ ョ ソ ギ ャ ッ

プとは ､ 問題解決作業とも呼ばれ､ ｢ 状況や役割を設

定 しなく て も､ 質問し解答を得る こ と で 問題を解決 し

て いく学習活動+ で す｡ 往 7 )

た と え ば､ e g . 1 や e g . 2 の ような カ
ー ドを用意 し ､

それぞ れの カ ー ドをお互い に見せない で ､ フ ラ ソ ス 語

だけ を使 っ て ､ 自分 の カ
ー ドに欠け て い る情報を相手

に質問して得る の です｡ カ
ー ドは か ならず､

一

方 に欠

けて い る情報は他方が も っ て い る の で ､ 早 ぐ情報を完

全なもの に したチ
ー

ム が勝ちとい う風に競わせ る事も

できて ､ ゲ
ー ム 性 の ある方法です｡ 問題が作りやすく､

また ､ 学生にと っ て も､ と っ つ きやすい初級 レ ベ ル の

方法ですの で ､ 取 り上げておきま した ｡

* 時間的 な余裕 があれ ば ､ イ ン フ ォ メーシ ョ ソ
･ ギ ャ ッ プを取り 入れた 次の

よう なゲ ー

ム を させ る
o
ペ ア を組 ませ ､ 次の ような 2 枚

一

組 の カ- ド

を必 要な ペ ア 数と同 じ組数の カードを用意 し配 り ､ お 互い に見 ない よ
うに ､ 又 ､ 日本語は使わない ように指示 を与えて ､ 空白を埋め させ る ｡

時間制限 を与え て 競わせ て もよい ｡

学生 A 用の カ
ー ド

e g . 1

A B C D E

1 2 5 15 5

2 2 9

3 2 0 8 1 9

4 l l

5 3 1 6 2 2

学生 B 用 の カード

A B C D E

1 1 0 23

2 1 7 9 1 4 18

3 2 4 7

4 6 1 3 1写 2 1

5 2 6 2 7

自分の カードの 空 白を ､ (学 生A な ら) ｢t ro i s C , c

'

e st q u el c h iff r e?+

などと言 っ て 聞 き出 したり ､ 相手に ( 学生 B に向 かっ て) ｢ q u a t r e B ,

c

'

e st h u it+ と言 っ て教え る ｡

* 第三 者に つ い ての 情報 (名前､ 職業
･

身分 ､ 住んで いる街 , 働いて いる街 ､

国籍､ 年 齢) が書 い て あ る次の よう なカードを ク ラ ス に応 じた 組数 ( 2 杖
一 組) 用意する ｡

学生A 用 カ
ー

ド

e g . 2

名前 : Ja c q u e s D u v al

職業 ･ 身分 :

住ん で い る街: P a ri s

働い て い る街:

国籍 : B elg e

年齢 :

学生B 用 カード

名前 :

職業 ･ 身分 : j o u r n alist e

住ん で い る街 :

働い て い る街:

Ville t a m e u s e

国籍 :

年齢 : 3 5 a n s

* 学生 A は ､ 学生 B に ｢ Q u
'

e st- c e q u
'

il f ait ?+ の ように ､ 学生 B は ､

学生 A に ｢11 s
'

a p p ell e c o m m e n t?+ の よう にたずね て 情報をう め て

い く ｡ 早 く終わ っ た 組が 勝ち ｡ 始 め る前に ､ ｢ フ ラ ソ ス 語以外 の 言語

は使わ ない , カ- ドを見せ た ら失 格+ と言 う ｡ カードは学生 同士で 作
らせ る ｡ 使用 す るの は作っ た組の 学生 とは 当然別 の 学生 ｡

4 . まとめ

まとめ と して 次の ような点を指摘 して おきた い と思

います ｡

｢ 言語運用能力の 開発をめ ざす授業+ の 意義に つ い

て私自身次の ように考 え てます｡ ｢ 言語運用能力の 開
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発をめ ざす授業+ は ､ 本当の こ とを い えば ､ 何を 伝達

した い かという ことが ､ 前提にあ っ て は じめ て意味を

なす授業と な る で し ょう ｡ そ の ような 意味で ､ 私 の

｢ 言語運用能力の 開発を めざす授業+ で扱う コ ミ ュ ニ

ケ
-

シ ョ ソ の 対象とな る世界は ､ 極 め て平易､ 単純な

もの で あり､ あまり意味が な い授業で あるとお考えの

方もい ら っ し ゃ るかも しれません ｡ 実際学生の 中にも､

私 の ような授業に馴染め な い学生が い る ことば確か の

ようで あります｡ しか し､ 文法を
一

通り終えた後､ 作

品を読む授業の他に ､ 口 を開 い て フ ラ ン ス 語を話 して

み る授業があ っ て もい い はず で あります｡ な ぜなら､

そ の ような授業は ､ 外国語を話せ るようになるため の

第
一

歩 で あるからです ｡ また ､ 学生同士 が実際に ､ お

互い に意思伝達す る行為を行う授業は ､ ｢ 言語 の 第 一

次機能は コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ の 機能に ある の だ+ と い

う点に ､ 学生に体験的に気づか せ るか らで あります｡

これは大変重要な点で あると思います｡ 学生に多くの

表現を 口 に出す経験を積ませ ､ フ ラ ン ス 語 の使 い 方に

慣 らすこ とは ､ こ の ような意味におい て ､ 意義が ある

の であります ｡

最後に ､ 私 の ｢ 言語運用能力の 開発をめざす授業+

と平成 5 年から始ま っ た集中外国語 コ
ー

ス お よび少人

数ク ラ ス の 実現と の 関連 で ひと こと言わせ て い ただき

ます｡

私 の ｢ 言語運用能力の 開発をめ ざす授業+ は ､ コ ミ ュ

ニ ケ -

シ ョ ソ 活動による外国語教育で あり ､ 学生に学

習の 主体性をあた える授業で あります ｡ コ ミ ュ ニ ケ -

シ ョ ソ 活動に よる外国語教育は､ 言語を学ぶ喜びを与

える有効な方法の
一 つ で あるとい えます｡ しか しなが

ら､ 私 の授業は ､ 集中 フ ラ ン ス 語や少人数ク ラ ス の 実

現がなか っ たなら実現 しなか っ た で し ょう｡ 集中 フ ラ

ン ス 語や少人数ク ラ ス の 実現のお陰で 実現できた授業

で あると申し上げておきたい と思います｡ ま た ､ こ の

ような観点から､ 昨年夏､ フ ラ ン ス の ボ ル ド ー

で の 語

学研修に学生が参加 したり､ 人文学部の 日本文化の 学

生が ､ フ ラ ソ ス 語文化の専門ⅠⅠ種の科目を､ 2 年次に

と っ た り して ､ 全体的にみ れば､ フ ラ ン ス 語 の授業を

履修する学生の 数が増えて い る ことは大変喜ばしい こ

と で あり､ こ れも集中フ ラ ソ ス 語や 少人数クラ ス の 実

現の お陰で あると考えて おります｡ 個人的には改革が

なければ､ おそ らく､ 研修をうける こともなく ､ 本日

紹介 した ､ 外国語教育法 .(そ の是非はともかくと して)

に興味を持 つ こともなか っ たと言う意味におい て ､ こ

れも改革のお陰かなあと感 じて い る次第です｡

私 の 授業は ､ 水泳にたとえれば､ 水 に学生を慣れさ

せ るだけの授業と言えるで し ょう｡ こ の中から､ 1 0 メ ー

ト ル ､ ある い は1 0 0 メ ー ト ル を 一 人 で 泳ぐこ とが 出来

るもの もで てくるかも しれません ｡ 私 は ､ それを期待

してます｡ 私 が出来ることは ､ 道具を与え ､ そ の基本

的な使い 方を教え､ 学生が心理的負担を感じる ことな

く ､ ク ラ ス 内の コ ミ ュ ニ ケ
-

シ ョ ソ 活動を通 して ､ 実

際に使わせ る こ と です｡ 出来るだけ 多くの 活動 ･ 経験

を通 して ､ 学生が意思伝達の喜びを見い だし､ それを

教室の 外で使 っ て 見た い と思い始めた なら､ こ の私 の

授業の 目的は完全に達せられたとい える で し ょう｡

私 の報告は以上で す｡ ご静聴有難う ござい ま した｡

注 1 ) 使用 テ キ ス ト は 『フ ラ ソ ス 語2 1』 ( 白水社 ､ 曽

我祐典)

注 2 ) 『フ ラ ン ス 語をど の ように教える岳､』 (駿河台

出版､ 中村啓佑 ､ 長谷川富子) P . 23 2-2 34 参照

注 3) 同上P . 2 33 参照｡

注4 ) 同上P . 2 2 5 参照｡

注 5 ) 同上P . 2 2 5 - 2 2 7 参照｡

注 6 ) 同上P . 2 27 参照｡

注 7 ) 同上P . 2 2 7- 2 2 8 参照｡
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